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「
折
り
紙
」
と
聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
多

く
の
方
は
ま
ず
折
り
鶴
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。 

で
は
、
そ
の
折
り
紙
を
最
後
に
折
っ
た
の
は
い

つ
で
し
ょ
う
か
。
こ
ど
も
の
頃
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ

と
も
子
育
て
中
で
し
ょ
う
か
。 

家
族
や
知
人
の

快
気
を
願
い
、
千
羽
鶴
を
折
ら
れ
た
方
や
、
日
頃

お
仕
事
の
中
で
折
ら
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

日
本
で
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
大
変
馴
染

み
深
く
、
一
度
も
触
れ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人

は
お
そ
ら
く
い
な
い
で
あ
ろ
う
「
折
り
紙
」
。
海
外

に
お
い
て
も
、
「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」
と
い
う
日
本

語
の
響
き
そ
の
ま
ま
で
知
ら
れ
て
お
り
、
立
派
な

日
本
の
文
化
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

「
そ
う
は
言
っ
て
も
、
こ
ど
も
や
お
年
寄
り
が

遊
ぶ
も
の
で
し
ょ
？
」い
え
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
保
育
施
設
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
大
人
で
も
苦
戦
す
る
ほ
ど
複
雑

な
折
り
紙
は
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
書
籍
も
多

数
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
入
間
市
立
図
書
館

で
も
様
々
な
資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
本
館
の

児
童
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
方

は
、
館
内
の
装
飾
も
折
り
紙
で
作
ら
れ
た
も
の
が

多
く
あ
る
こ
と
に
お
気
づ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。 

季
節
は
秋
。
図
書
館
ら
し
く
読
書
の
秋
を
全

面
に
押
し
出
す
の
も
よ
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回

は
あ
え
て
芸
術
の
秋
と
し
て
、
「
折
り
紙
」を
お
す

す
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
芸
術
と
い
う
と
絵
や

音
楽
を
想
像
し
が
ち
で
す
が
、
な
か
な
か
手
を

出
し
づ
ら
い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
。
し
か
し
、
折

り
紙
は
今
や
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
も
手
に
入
り
、
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
単
純
な
単
色
の
折
り
紙
以
外
に

も
多
様
な
商
品
展
開
が
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
。
し
か

も
一
度
き
り
で
は
な
く
、
紙
が
な
く
な
る
ま
で

楽
し
め
る…

…

。 

何
を
折
れ
ば
い
い
か
困
っ
て
し
ま
う
と
い
う
方

は
、
ぜ
ひ
図
書
館
の
資
料
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

基
本
の
折
り
紙
か
ら
、
花
や
生
き
物
、
季
節
の
飾

り
や
行
事
に
ち
な
ん
だ
も
の
ま
で
、
様
々
な
折
り

紙
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
は
児
童

書
か
ら
、
手
先
の
器
用
さ
に
自
信
の
あ
る
方
は
一

般
書
か
ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
き
っ
と

ご
自
身
に
合
っ
た
難
易
度
の
折
り
紙
が
楽
し
め

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
児
童
書
か
ら
お
選
び
い
た
だ

く
場
合
は
背
表
紙
の
ラ
ベ
ル
が
「
７
５
４
」
の
も

の
、
一
般
書
か
ら
お
選
び
い
た
だ
く
場
合
は
「
７

５
４
．
９
」
の
も
の
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
毎
月
発
行

の
折
り
紙
雑
誌
『
お
り
が
み
』
も
あ
り
ま
す
。
資

料
を
お
探
し
の
際
は
、
図
書
館
員
に
い
つ
で
も
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

み
な
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

『おいしく折ろう食育おりがみ かんたん!楽しい!食べものおりがみ集』 

西田 良子／製作・著 全国学校給食協会 ＜754.9 ニ＞  

『ピコロのいっしょにおりがみ 大人といっしょに楽しめる季節のおりがみ』 

朝日 勇／案・指導 学研教育出版 ＜754＞ 

図書館員 

おすすめの本 



図書館で活動している、読み聞かせボランティアグループのどんぐり（本館）・かざぐるま（西武分館）・ 

おはなし円
まどか

（西武分館）・茶の花（金子分館）・トトロ（藤沢分館）より、最新情報をお届けします。 

 

どんぐり ６月定例会では、図書館職員からの新刊紹介があり、早速こども達に聞かせました。「冬のおた

のしみ会」では４月に入った新メンバー４人も活躍します。昔話“こぶじいさま”のペープサート

を行う予定です。ぜひ足を運んでください。待っています。 

 

かざぐるま  ７月の「ちょっとこわーいおはなし会」で、パネルシアター「七ひきのこやぎ」をやりました。見て

いたこども達からは「ドアを開けちゃだめ！」、「こわくない！」などの声がありました。うれし

い！！ 他に絵本『こわーいはなし』（せな けいこ／作・絵 鈴木出版）など。いかがでしたでし

ょうか？次回１２月の「冬のおたのしみ会」に向けて準備中です。お楽しみに。 

 

おはなし円
まどか

 最近、お話しを上手に聞いてくれるこども達（大人も）がふえてきたように感じます。「王子さま

の耳はロバの耳～」と歌うようにくり返すと、それに合わせて目が笑っていたり……。引き込ま

れて聞いてくれると話す方もうまく話せていっしょに満ちたりた時間が過ごせます。いつも来

てくれてありがとう。 

 毎月第１土曜日１０時３０分～ 西武分館にてお待ちしています。 

 

茶の花 「夏のおたのしみ会」では、大勢の参加者を得て大型絵本や紙・布芝居を上演しました。みんな

で一緒にワクワクしたり、共感したり……。そこにあたたかいコミュニケーションが生まれてい

ました。通常のおはなし会に加えて、「冬のおたのしみ会」もあります。みんなで絵本や紙・布芝

居の時間を楽しみませんか。 

 

トトロ おはなし会が始まる前の緊張ほぐしや、途中でちょっとひと息入れたい時に「手遊び」を入れま

す。昔から伝わるものもあれば、創作手遊びを新たに覚えて披露することもあり、工夫を凝らし

て楽しい時間を演出しています。大人にとっても頭の体操になるようです。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『おりがみ』No.542(2020.１０月／日本折紙協会 より 

『おりがみ』No.６１３(202６.１０月号／日本折紙協会 より 

前ページの装飾に使用した折り紙です。

ハロウィンにちなんだものを選びました。

他にもたくさんの折り方が載っています

ので、ぜひ読んでみてください。 「魔女」 ｐ１４-１５ 

「ふくろう」 ｐ２２-２３ 

「ネコ」 ｐ２４-２６  
「ジャック・オー・ランタン」 ｐ２０-２１  

「おばけ（ゆうれい）」 ｐ３２-３３  

『きれい、すてき。四季の折り紙 飾って楽しむ年中行事の折り紙』 

小林 一夫／監修 廣済堂あかつき ＜754.9 キ＞ 図書館員 

おすすめの本 『折り紙キャッツ&ドッグスプレミアム』 

山口 真／著 ソシム ＜754.9 ヤ＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新着資料もたくさんあります。各館の新着コーナーをご覧ください！ 

新刊だけでなく、寄贈でいただいた資料なども並びます。 

大人のためのＢｏｏｋガイド 
～図書館職員のおすすめ本を紹介します～ 

『人はなぜラブレターを書くのか』 

石井 裕也／脚本 黒住光／著 リトルモア ≪クロズ≫ 

 

「富久信介様。ふと思い出して、お手紙を書いています。突然、すみません。２４年前のこと

です」 

あることがきっかけで、初恋の人へ２４年越しのラブレターを書いた寺田ナズナ。けれど、

当時告げられなかった思いと、今伝えたい思いを乗せた手紙は、ためらうナズナによって投

函されないまま。しかし偶然に偶然が重なり、手紙はナズナの知らぬ間に投函され──？ 

現在と過去を行き来しながら、時を超えて全てが繋がる物語。今年公開された同タイトル

映画のノベライズです。 

『ナマケモノは意外と早起き』  

遠藤 求／著 築地書館 ≪４８１．３／エ≫ 

 

のんびり屋のイメージが強いナマケモノ。でも実は、私たちが知らない意外な一面をたくさ

ん持っているのです。本書は、ナマケモノをはじめとする動物たちの驚きの生態や習性を、分

かりやすく楽しく紹介する１冊です。「えっ、本当に？」と思わず声が出るような発見が満載。

動物好きのこどもから大人まで、読めば生きものを見る目が少し変わる、そんな知的好奇心

をくすぐる内容となっていますので興味を持たれた方はぜひ手に取ってみてください。 

『ミサゴの守る町 The Ray Piercing the Water』 

砥上 裕將／著  講談社 ≪トガミ≫ 

 

「こちら、１１９番。火事ですか、救急ですか」 

ミサゴ（魚鷹）が空を舞う瑞乃町。この町は５年前に未曾有の大水害に見舞われ、未だに多

くの傷跡を残している。この町で生まれ育った伝説の消防士・秋月龍朗は、目の前の義父母

を救うことができなかった後悔から、水恐怖症を発症していた。今は現場を引退し指令室勤

務となっている。 

ある日、５年前と全く同じ形をした線状降水帯が町の南方に発生した。再び迫りくる大水

害。どうする秋月？ 今度は町を家族を守り切れるのか？『龍の守る町』の続編です。 

『龍の守る町』の続編です。上手な育て方と、おいしい食べ方も掲載。サボテンの魅力にど

っぷりつかる１冊です。 

『妖怪の教科書 ルーツを知ればもっと好きになる』  

伊藤 慎吾／監修 ナツメ社 ≪３８８．１／ヨ≫ 

 

こちらの本は、日本各地に伝わる不思議な妖怪たちの世界をわかりやすく紹介する入門書

です。河童や天狗、ぬりかべなどおなじみの妖怪から、地域に根付いた珍しい妖怪まで幅広く

掲載されています。妖怪が生まれた背景や伝承、暮らしとの関わりを学びながら、日本の歴

史や文化にも親しめます。イラストや解説が充実しており、楽しく読み進められる１冊。妖怪の

魅力と奥深さに触れられる、発見いっぱいの教科書です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子
こ

ども向
む

けＢｏｏｋ
ブ ッ ク

ガイド 
～図書館職員のおすすめ本を紹介します～ 

『ポケットベアとどろぼうネコ』 ≪アツプ≫ 

キャサリン・アップルゲイト／作
さく

 チャールズ・サントソ／絵
え

 尾高
お だ か

 薫
かおる

／訳
やく

  偕成社
かいせいしゃ

 

 

持
も

ち主
ぬし

のいないおもちゃをひろって＜セカンドチャンス＞にとどけている猫
ねこ

のゼファリー

ナ。ある日
ひ

、ゴミ箱
ばこ

から古
ふる

いクマのぬいぐるみをひろいます。“ベアワン”と名
な

づけられたクマ

は、おもちゃたちのリーダー“ポケットベア”たちの仲間
な か ま

となり友情
ゆうじょう

を育
はぐく

みます。ところが、ベ

アワンがさらわれてしまい……。猫
ねこ

とおもちゃたちのやりとりが心
こころ

をあたたかくしてくれる

物語
ものがたり

です。 

『よるのはくあき』 ≪ひ１≫ 

かわさき しゅんいち／作
さく

・絵
え

 木村
き む ら

 由莉
ゆ り

／監修
かんしゅう

 ＰＨＰ研究所
けんきゅうじょ

 

 

くらい夜
よる

の森
もり

で、ちいさなケモノが目
め

をさまします。ここは、きょうりゅうたちのすむ

“白亜紀
は く あ き

”のせかい。おそろしい大
おお

きなきょうりゅうたちがねむっている間
あいだ

に、ケモノは食
た

べ

物
もの

をさがしに走
はし

りだします。 

夜
よる

の森
もり

の静
しず

けさと、そこに眠
ねむ

る恐竜
きょうりゅう

たちの迫力
はくりょく

を楽
たの

しめる１冊
さつ

です。夜
よる

に活動
かつどう

する生
い

き物
もの

にも注目
ちゅうもく

しながら、白亜紀
は く あ き

の森
もり

の世界
せ か い

をそっとのぞいてみませんか？ 

『こんなにかわった！やさいくだもの むかし・いま』 ≪626≫ 

ほりかわ あきな／著
ちょ

 農業
のうぎょう

・食品
しょくひん

産業
さんぎょう

技術
ぎじゅつ

総合
そうごう

研究
けんきゅう

機構
き こ う

／監修
かんしゅう

 講談社
こうだんしゃ

 

 

わたしたちがいつも食
た

べている野菜
や さ い

やくだものは、昔
むかし

から今
いま

と同
おな

じかたちだったのでしょ

うか？ この本
ほん

では、野菜
や さ い

やくだものの昔
むかし

と今
いま

のすがたを写真
しゃしん

でくらべながら、その変化
へ ん か

を

わかりやすく読
よ

みとくことができます。形
かたち

や大
おお

きさ、中身
な か み

の様子
よ う す

をじっくり見
み

てみると、意外
い が い

な発見
はっけん

があるかもしれません。身近
み ぢ か

な食
た

べものを入
い

り口
ぐち

に、わくわくするような探究
たんきゅう

のきっ

かけをくれる１冊
さつ

です。 

『一生遊べる定番ボードゲーム５０』 ≪Y798 イ≫  

坂本 犬之介
いぬのすけ

、オフィス新大陸／著  新紀元社 

 

今、ボードゲームは、専門店やカフェができるなど人気の娯楽
ご ら く

となりました。この本は、家

族や友人と楽しみたいけれど、種類が多くてどれを選んだらいいかわからないという人のた

めに、わかりやすくルールを説明し、魅力
みりょく

をまとめた本です。時代を超えて遊ばれ続ける名作

から近年の話題作まで、厳選された５０の定番ゲームが紹介されています。 

ワイワイ系、思考系、協力系などにジャンル分けされたゲームで、楽しい時間を過ごせるこ

と間違いなし！ 

ティーンズ 


